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1　 は じめに

　著者 は，戦前に お ける病弱 ・虚弱児体育 （以下，病弱児体育 と い う 。 ） に関 して ，「日本 に お

け る心身障害者体育の史的研究 （第20報）一小学椋令時代の 開放学校及 び特別学級に おける病

弱児体育 に っ い て
一
」
n
（『北陸大学紀要』）及 び 「日本 にお ける心身障害者体育 の 史的研穽

一国

民学校令時代の 養護学級に お ける虚弱児体育に つ い て
一
」
2）
（『北陸体育学会紀要』）と題 し報告

した 。本稿は，こ れ らの報告に続 く報告で あり ， 戦後民主化が叫ばれた間 もな い 頃に視点 を置

い た報告で あ る。
、なお，本稿の要 旨を 日本体育学会第42回大会で ，「日本に お ける心 身障害者

体育 の史的研究
一
戦後 に お ける学習指導要領制定以前 の病 ・虚弱児体育 に っ い て

一
」
3）

と題 し

報告 した こ と に っ い て は ， あ らか じめ断わ っ て おか な ければな らな い 。

U 　研究目的 ・ 方法

　昭和38 （1963）年 2月，養護学校小学部学習指導要領病弱教育編 が，翌年 の 3月 に は，同中

学部同編が通達 され る。
こ の 通達 に よ っ て 病弱 ・虚弱教育 （以下 ，病弱教育 と い う。 ） は，小

学校及 び中学校学習指導要領準拠時代か ら独自の 養護学校学習指導要領時代へ と移行 した の で

あ る。 本稿は，この 戦後の小学校及び中学校学習指導要領準拠時代に視点を当て ，病弱児対象

の 特殊学級及び養護学校 に お ける体育教育 の 実態とそ の 特質 の 一端 を
， 関係誌や 関係著書等の

文献 を史 ・ 資料 と して 検討 する もの で あ る 。

＊ 教　養　部

Faculty　of 　General　Education
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m 　結果 と考察

　初め に特殊学級及 び 養護学校 の 設置状況や病弱教育 に 係わる法的整備状況等 につ い て 概観 し，

次に
，

こ うした状況下で の 体育教育の 実態 に っ い て ，特に ，教科体育と行事活動等 の 体育的諸

活動に焦点を絞 っ て 検討 し∫そ の 特質 に っ い て も考察する こ と に す る 。

1 ，病弱教育の概観

　（1） 特殊学級及 び養護学校の 設置状況

　昭和20 （1945）年に特殊学級 が511学級設置 されて い たが ，そ の ほ と ん ど の 学級が病弱 ・虚

弱学級 （以下，病弱学級と い う。 ）で あ っ た と言わ れ て い る
e

。 戦後の 病弱教育は ，
こ れ らの 学

級の 継続，あ る い は復活に よ っ て 開始 された の で ある 。

　文部省 は ， 昭和21 （1946）年 2 月 ， 体育局長通知 「学校衛生刷新 二 関 ス ル件」
5）

を発 し，身体

虚弱児童 ・生徒 に対す る特殊学級 を含 む各種養護施設 の整備 を推進するよ う奨励 した。 また ，

同22 （1947）年 4 月，学校教育法が施行され ，特殊学級の 設置が促進 され た 。

　昭和24 （1949）年 6 月 の 文部省初等教育課 に お け る 「我が 国に於け る特殊学級教育 の 現況 調

査」に よ れば， 「精神遅滞 の み の もの 47％虚弱児性格異常を 混 じる もの 53％ 」
6）

で あ り， 同 20

年代初め 頃の 特殊学級 は，病弱学級と呼称 され て い て混合学級型の もの 多か っ た の で ある 。

　昭和 27年度か ら同37年度まで の特殊学級数及び病弱養護学校数の 推移は，「表 1」 の とお り

で あ っ た 。 こ の 表 も示すよ うに ， 昭和30年代に入る と ， 病弱学級は漸次減少 し，養護学校は漸

増 し始 め た の で あ る 。

表 1　 特殊学級数 ・病弱養護学校数の 推移

学 級 数 学 級 数

年度 病弱 ・虚弱
学校数

年度 病弱
・虚弱

学校数

27
26813

2 33
23340

8

28 二 3 34
23149

11

29
26917

3 35
19871

12

30
32422

3 36
21960 15

（2）

31
32620

4 37
22864 17

（6）

32
26630

6 備考
上段小学校

下段中学校

（ ）内

分校数

  　表作成 に 当た っ て ，以下 の 文献を 参照 した 。

　  文部省第77年報 か ら同第90年報ま で の 年報

　  文部省 （1978），特殊教育百年史，東洋館出版社，p．730

　  　文部省 （1985），病弱教育 の 手引
一
指導編

一
，慶応通信，

　　　PP ．10− 12
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　戦後の 病弱教育は，初期に あ っ て は戦前 と1司じく栄養障害や結核性の病弱児が主な対象で あ っ

た 。 長期療養 を必要 とす る児童 に っ い て は，療養所内 に特殊学級が設 け られた 。 同22年 （1947）

年 4月 ，国立大島青松園 （香川県） に らい 児童対象 の 特殊学級が設 けられ ， 続 い て 同24 （1949）

年国立 新生 園 （宮城県）， 同25 （1950）年星塚敬愛園 （鹿児島県）， 同28 （1953）年国立多摩全

生園 （東京都）等 に も該当児童 ・生徒対象 の 特殊学級が設置 された
T）。また ，結核性児童 ・生

徒につ い て は，同23 （1948）年 7月，大阪市立少年保養所 の 中｝こ 貝塚学園 （大阪市立大宝小学

校及び大阪市立大宝南 中学校分校），同年 12月に横浜市立少年保養所の 中 に ニ ッ 橋学園 （横浜

市立瀬谷小学校ニ ッ 橋分校）が設置 された の を初め と して ，以後 ， 保養所 ，療養所 ， ある い は

小児病院に施設内特殊学級が設置されて い き，療養中の 児童 ・生徒も療養を続けなが ら学習が

で き る こ と とな っ た
8）

。

　次 に
， 養護学校 の 設置状況

9）1の に つ い て 概観する こ と に し よ う。

　養護学校の 設置状況 は
， 「表 1」 も示す よ う に

， 昭和20年代 に お い て は 5 校に 満た な い 数で

あ っ たが ，同31 （1956）年 に公立養護学校整備特別措置法の 公布 もあ っ て設置が促進 され，同

30年代半ば以降に は急増 した 。

　養護学校 に は，私立 と公 立が あり，新設され た学校，特殊学校か ら分校，あ る い は学校へ と

発展 した もの ，また ，養護学園 と呼称 された もの が養護学校に改称 された も の
， 分校が独立校

とな っ た り，学校名を変更した もの など，そ の設置に様々な経緯が見られ た 。

　 昭和 23 （1948）年 3月 ， 私立養護学校
一

宮学園小学部 ・ 中学部 （千葉県） の設置が認可され ，

同28 （1953）年私立養護学校新懇藤学園が 設置さ れ る 。 同22 （1947）年福岡県門司市立白野江

小学校附属養護学校が設置され る。同校 は ， 同25 （1950）年市立 白野江養護学校と して 独立校

とな るが ，戦後最初の 公立養護学校で あ っ た 。 そ の後，群馬県立養護学校 （県立東毛療養所内

に併設 ， 昭和30 〈1955＞年） や堺市立 養護学校 （昭和 32 〈1957＞年）等が続い て設置され て い っ

た。 神奈川県立秦野養護学校 は J 昭和33 （1958）年に同県東秦野小学校 ・中学校の特殊学級が

改組 され た もの で あり， 青森県立青森養護学校若葉分校 （昭和 36 〈1961＞年）や県立養護学校

秋田分校 （昭和37 〈1962＞年） も小学校内の 特殊学級，ある い は保養所内の 養護学級が 分校 と

な っ た も の で あ る 。 分校が独立 した もの に
， 新潟県立三 条養護学校 （昭和32 〈1957＞年）や 鳥

取市立養護学校白兎学園 （昭和36 〈1961＞年）があ り， 健康学園や養護学園 を発展的改組 した

学校に は，兵庫県立上野 ケ 原養護学校 （昭和28 〈1953＞年）や 東京都立片浜及び久留米 の 各養

護学校 （昭和34 〈1959＞年） が ある 。 また ，大阪市立貝塚養護学校 （昭和32 〈1957＞年） や神

戸市立西戸田養護学校 （昭和37 〈1962＞年）の よ うに
， 小学校 ・中学校名を養護学校名 に 改称

した学校も見 られ た。

　 以上
， 設置 の 実際に っ い て 眺めたが

， 養護学校設置対策 の 姿勢 こは
， 関係者 の 発展 的姿勢が

見 られ，そ の 設置状況の 推移が病弱児童 ・ 生徒の 教育問題の 深刻さを物語 っ て い た
。

　   　病弱児童 ・生徒に対す る法的整備状況等

　　   判別基準と教育的措置

　　 昭和 28’（1953）年 6 月 ， 文部事務次官名 で 「教育上特別 な取扱 を要す る児童生徒 の 判別基

　 準」 が通達 され る 。 こ の基準は
，
「小学校 ・中学校の学齢児童 ， 生徒で 病弱 ・発育不完全そ

　 の 他心身の 故障の た め；教育上特別 な取扱を要する もの
， すなわ ち ， 就学 が困難 で

， 就学義

　 務の免除また は猶予 を必要とするも の
， 盲学校 ・ろ う学校また は養護学校に就学させ る べ き
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もの ，特別学級に入れ て 指導す る こ との 望 ま しい もの
， 普通学級で 特 に指導 に 留意 す べ き も

の な どが正 しく判別 され
，

そ の 結果 に基い て ，各人の 能力に応 じた教育が受け られ るように，

そ れぞ れの 段階 ・指導等を示す ご 止 」
11）

を 目的 と して い た 。 こ の 基準に は ，身体虚弱者 に つ

い て の 定義，基準及び教育的措置が以下 の よ うに述 べ られ て い た m
。

　 「第 7　身体虚弱者

　　先天的または後天的原因に よ り
， 身体諸機能の 異常を示 し

， 疾病に対す る抵抗力が 低下

　し，あ る い は こ れ らの徴候が起 こ りやす く，
そ の た め出席停止 の 必要 は認 め な い が ，長期

　に わた り健康児童生徒 と同等の 教育を行 う こ と によ っ て かえ っ て健康を障害す る恐れ の あ

　る程度の もの を身体虚弱者 とす る 。

　　基準

　　身体虚弱者 に は多 くの種類が あ り，しか もそ れぞれ に 強弱の 程度が あ る の で
，

こ こ に は

　身体虚弱者選定の て がか りと して
一般徴候をあげて お く。

12004

霞
り

ρ

0

特に病気 に かか りやす い
， 重 くな りやす い

， 治 りに くい
。

頭痛 ・ 腹痛 ・ そ の 他の 症状を し ば し ば訴え る 。

疲労 しやす く
，

ま た疲労の 回復が お そ い
。

神経質無気力等 。

発育不良 ・栄養不 良 ・貧血等。

慢性疾患が ある が ，だ い た い 日常生活に は さ しっ か えな い もの 。 疾病回復期 の もの，

　　 結核感染時 の よ う に結核の 発病 しやす い 状態 に あ る もの 。

教育的措置

　　身体虚弱者の 教育的措置に つ い て は ， 文部省編 「身体虚弱児童生徒の 健康指導 の 手引」

　に従 っ て 特殊学級で 適切な健康指導 をするよ う努め る 。

　　特に結核性の虚弱者は特殊学級に入れ て 指導す る こ とが望 ま しい
。

　 『付』　 前記身体虚弱者以外 の者で 疾病が あ り ，
そ の た め登校困難 ，

また は 登 校す る こ と

　　　によ っ て ，生命健康 に危険を及ぼ し，または伝染病そ の他，他人 に迷惑 を及 ぼす もの

　　　につ い て は，出席停止，就学猶予又 は免除の措置を考慮す る。」

　以上の よ うに ， 身体虚弱者に つ い て は ， 教育的措置に至 るまで 詳細に 指示が な されて い た 。

しか し，付記に も述べ られ て い る よ うに，慢性疾患 を有する病弱者に っ い て は ， 「出席停止 ，

就学猶予又 は免除の措置」の み が考え られ
， 積極的な教育的措置が示 され なか っ たの で ある。

終戦間 もな い 頃に お い て は
， 慢性疾患を有す る病弱者 に対す る 教育問題 は，「健康が 回復 し．

て か ら教育を行 うの が 適当で ある」
「a）
，ある い は 「結核の児童 ・生徒の学習は不可能 とされ ，

安静と栄養補給を第
一

と して い た」
ID

と い っ た考え方や対応が
一

般的で あ っ た の で あ る 。 こ

うした情勢の 中で
， 慢性疾患を有す る病弱者を収容 して い る保養所 ・療養所等の 関係者に よ っ

て ，病弱児童 ・生徒に対す る教育 の 機運が 醸成 され る。 富山県国立療養所古里保養園で
， 昭

和25 （1950）年 ， 結核療養中の 教員が入院中の児童生徒に学習指導を始め
，

また
， 翌年に は

岡山県国立療養所に お い て も
， 療養中の 教員に よ っ て 結核児童を対象に した教育が始め られ

る
「s）。 こ の ボ ラ ン テ ァ 的 な教育的動きが 「国立療養所 に お ける入所児童 の 教育 に つ い て 」

（医発第1000号）
16）

とい う厚生省か ら文部省へ の 依頼となり，特殊学級の 併設へ と漸次発展 し

て い っ た の で ある。そ の結果 ， 従前の判別基準 を改訂する必要が生 じ
， 同32 （1957）年 5 月 ，
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文部事務次官通 達に よっ て ，そ の
一

部改正 が行なわれ た 。 すなわ ち， 「第 7　 身体虚弱者」

を 「第 7　病弱者お よび身体虚弱者」 と し
， 以下の よ うに，病弱者 に対す る補 充 と身体虚弱

者 に つ い て の 表記の 一
部訂正があ っ だ ％

　 「第 7　 病弱者 お よび身体虚弱者

　 1　 病弱者

　　結核性疾患そ の 他慢性疾患の ため，長期にわた り療養を必要とするが特別の方法に よ っ

　 て 教育 が で き る もの を病弱者 とす る 。 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　
」

　 2　 身体虚弱者

　　先天 的ま た は後天的原因 に よ り ， （中略）こ れ ら の徴候 が 起 こ り や す く， 長期 に わ た り

　健康児童生徒と 同等 の 教育 を行 う こ とに よ っ て ，（中略）身体虚弱者とす る。

　　 基　準

　　 1　 結核性疾患が あるもの で ，長期 に わ た り療養 を必要 とす る もの 。

　　 2　 心臓疾患 ， 腎臓疾患等の 慢性疾患が あ るもの で ， 長期にわた り療養を必要とするもの 。

　　 3　身体虚弱者 に は多 くの 種類 があ り，
しか もそ れぞれ強弱の 程度が あるが

，

一
般的に

　　　次 の各号 に掲 げる よ うな後候 ま た は状態が 認 め られ る もの
。

　　　（1｝ 特 に病気 にかか りやす い ，重 くな りやす い，なお り に くい 。

　　　   　頭痛，（中略）

　　　 （3） 疲労 しやす く，（中略）

　　　 （4） 神経質 ， 無気力等 。

　　　 （5） 発育不良 ， （中略）

　　　 （6） 慢性疾患 がある が （中略）

　　 教育的措置

　　 1　 基準 1および 2 に規定 した程度 に該当す る もの に対 して は，養護学校 に 就学 させ ，

　　　 教育を行い ，医療 を受 けさ せ るの が望 ま しい 。

　　 2　 基準 3 に該当す る もの の うち
， 身体虚弱 の 程度が高 く，療養 また は特 に 養護 を要す

　　　 ると医師が認めた もの に対 して は ， 養護学校に就学させ，教育を受けさせ る の が望 ま

　　　 し い 。

　　 3　基準 3に該当す る もの の うち，前項以外の もの に対 して は ， 特殊学 級に 入れ て 指導

　　　 する の が望 ま しい
。

　　『付』　 前記病弱者お よび身体虚弱者以外の もの で
， 疾病の た め登校が 困難な も の

， 登校

　　　 する こ とに よ り，症状が悪化 し，または他人 に疾病 を伝染させ るおそれの あ る もの に

　　　 っ い て は，出席停止，就学猶予 また は，就学免除の 措置を考慮する。」

　 こ の 改訂判定基準 に よ っ て
， 同32 （1957）年以降は養護学校及 び特殊学級の 教育が 推進 さ

れ て い っ た の で あ る 。

　 昭和36 （1961）年10月 ， 学校教育法 の
一

部改正 が行 な われ ， 養護学校の 対象者 は
， 従前

「精神薄弱，身体不 自由そ の 他心身に故障の あ る者」 で あ っ た が，「精神薄弱者，肢体不 自由

者も し くは病弱者 （身体虚弱者を含む 。 ）」に 改正 され
，
翌年 3月 ， 学校教育法施行令 の 「第

二 十二 条の 二 」で 病弱者の 故障 の程度が以下 の よ うに定 め られる
18）

。

　　「
一

　慢性の胸部疾患，心臓疾患 ，腎臓疾患等の 状態が六月以上の 医療又 は生活規制を必
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　　　要 とす る もの

　　二 　身体虚弱 の 状態が六月以上の生活規制を必要 とす る程度の もの 」

　こ の施行令 の改正 に伴い ，同年10月，「学校教育法およ び同法施行令の 一
部改正 に伴 う教

育上 特別な取扱い を要す る児童 ・生徒の 教育的措置に つ い て 」
19）が ，初等中等教育局長に よ っ

て 通達 された 。 そ の 教育的措置は，以下の とお りで あ っ た 。

病弱 に っ い て

　 「（1） 教育 的措置

　　ア　施行令の 表病弱者の 項第
一

号 に規定す る程度 の 病弱者 は養護学校に お い て 教育す る

　　　 こ と。 ただ し就学す る養護学校がな い とこ ろ にあ っ て は，養護学校が設置され る まで

　　　の 間 ． 特殊学級 を設 けて 教育す る こ と 。

　　イ　慢性疾患 の 状態が六か月未満の 医療を必要 とす る程度の 者 は ，
そ の状態に応 じて 療

　　　養の た め必要 な期間学校に お い て 学習 しな い よ う指導 するか また は普通学級に お い て

　　　留意 して指導す る こ と
。

な お
， 病院 な ど に お い て 療養中の者は

， 特殊学級 を設 けて 教

　　　 育す る こ と はさ しっ かえ な い こ と。

　　ウ　慢性疾患の 状態が六ヵ
・ 月未満 の生活規制を必要 とす る程度 の者 は

， 必要に応 じて 特

　　　 殊学級 を設 けて教育す るか ま た は普通学級 に おい て 留意 して 指導する こ と。 」

身体虚弱者に つ い て

　 「｛1） 教育的措置

　　 ア　施行令 の 表病弱者 の 項第二 号に 規定す る程度の 身体虚弱者は養護学校に お い て教育

　　　 する こ と 。 ただ し， 就学す る養護学校がな い とこ ろにあ っ て は ， 養護学校が設置され

　　　る ま で の 間 ， 特殊学輝を設 け て 教育す る こ と
。

　　 イ　身体虚弱の 状態 が六 か月未満 の 生活規制を必要とす る程度の 者は
， 必要に応 じて 特

　　　 殊学級を設．けて教育す るか また は普通 学級 に お い て 留意 して 指導する こ と 。 」

　 以上，昭和 37 （1962）年 まで の病弱教育に係 る判別基準 と教育的措置に っ い て の整備状況

を概観 したが，こ う した問題の対応は1 先に述べ た 「国立療養所におけ る入所児童 の 教育 に

つ い て 」 も示すよ うに ，現場 に お ける対応が先行 し
，

そ の 要求 に 呼応 して 後を追 う形で 実施

さ れ て い っ た の で ある 。

　   　病類の実態

　 戦後 に おける病弱対象 の特別学級及 び養護学校在籍児童 ・ 生徒 の病類実態調査は ，昭和 42

（1967）年に初め て 実施される。 従 っ て ，
’
そ の 頃まで の実態 は ，

っ まび らかで はな い が ， 諸事

例 か ら概 して 「昭和三十年 ごろ まで の 身体虚弱及 び病弱者 で特殊学級又 は養護学校で教育を

受けて い る もの の 疾病 の 種類は，大 き く身 体虚弱 と結核性疾 患 に大別す る こ とがで きた塑

の で ある。 例えば，次の よ うな事例か らも，そ の 実態 が うか が え る。

　 佐賀県唐津小学校 （児童数 2
，
100入 ， 昭和 28年度現在）で は ， 第 1学年か ら第 6 学年 まで

，

各学年 に 1学級 の 養護学級が設 け られ，同養護学級在籍児童 の 病類 は，「表 2 」 の とお りで

あ っ た
趾 ）

。 上記の 事例 は
， 小学校内付設の 特殊学級 に お ける 1例 を示 した に 過 ぎ な い が

， 同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

養護学級で も，異常体質 と結核要注意 とが そ れぞ れ30％ と40％を 占め，他 の 病類 よ りも有意

に 多か っ た 。 なお ， 小学校内特殊学級で は
， 同30年代 に入 る と

， 結核要注意が増加 し，異常

体質が減少 して い く傾向が強 くな っ て い っ た。
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表 2　 佐賀県唐津小養護学級児童病類表 （延人員）

1．不　．良 　 体　 格 6人
彭
態

的

2．発　 育　 不　 良 5
人

15（10．0％）
．3．胸　 郭　 異　 常 4

1
’
．喘

』「
　　　

1
息 7

A
い

わ

ゆ

る

異
常

体
質

児

童

’』2 ，気　 管　 支　 炎 1
b

機

能

的

3 ．自 家 、中 毒 症 2 ・31（20．6％）

4 ．ヘ 　 　 ル 　 　 ニ 　 　 ヤ 1

5 ．多　　 病　　 児 20

神経覧 偏
’
食 ，微 熱 5B 神経質及 び

病癖児童 夜尿病 ，ど も り，癲 癇 16
（4．0％）

C 　 慢性 疾患及 び諸病 恢 復 期 児 童 66 （4．0％）

a ．肢　体　 不　 自　 由　 児　 　 　 　 　 1 77 （4．7％）D
身 全

体児

不 童

b．感　覚　器　不　全　 児 66 （4．0％）

c． 心　 臓　　障　 碍　．児 3
「
3（2．0％）

E　 結　 核　 要 　 注　 意　 児　 童 5656 （37，4％）

F 　 精　 神　 的　 不　 全　 児
』
童 1414 （9．6％）

G 　其 の 他（家庭 の 希望 理 由 な し） 6 ．6（4．0％）

う　ち　，　 編 入 不 適　児　童 2424 （16，0％）

　北九州市立 門司養護学校の前身 で ある門

司市立 白野江養護学校 で は，昭和 25年度か

ら 「虚弱児 に加え て ヅベ ル ク リ ン 反応陽転

者及 びそ の 他希望者」
22）

（第 3学年以上） を

入学 さ せ た 。 同校 にお ける同30年代の病類

は 「表 3」
va）

の とお りで あ り ， 同校 で も結

核と身体虚弱に 係わ る疾病や異常が 主要な

もの で あ・5た 。

　なお
， 国立療養所等に併設された特殊学級

や養護学校につ い て も，検討 して おきたい 。

　昭和 36年度現在で
， 国立 ・公立療養所に

お い て
，

そ の 87％が 養護学級を併設 し て い

た
M ）

。

　以下，そ の
一

っ で あ る 「国立宇都宮療養

所に お ける養護学級」
za）

に っ い て 検討す る 。

同養護学級は，同31 （1956）年 9 月に開設

表 3　 病類別分布状態の 変遷

（北九州市立門司養護学校）

0　　／10．　20　
．30　40　　50　60　　70　　80　　90　100％》弓

oo343536373S39

　04

【

　つ一

344

TFE O　 　 　 　 　 N

3S年

39度

T ： 陽転直後 あ る い は結核性疾患 の 回復期 ，
0 ： 内臓

疾患等の 器質障害，F ： 機能障害，身体虚弱，　 E ： 栄
養障害，発育不良 ，

N
’
： 精神神経状態不安傾向

され ， 開設以来同36 （1961）年 9月まで の 5年間に 177名 の 患者を扱 っ

』
た 。 入 級の 手順 は ，

宇都宮市立城山中学校，あ る い は同城山東小学校に 転校 し入 級す る ど い う も の で あ っ た。

「表 4」で も示 した よ うに ， 収容された177名の うち91名 （52％）は何 らかの 症状が あ っ て 受

診 ・発見
．
され た も の で あ り，86名 （48％） は学校検診に よ っ て発見 された もの で あ っ た 。 ま

た
， そ の病類 は ， 「表 5」及 び 「表 6 」 に示 した よ うに ∫大多数の 結核性疾患 と少数の 非結 核

性疾患で あ っ た 。
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表 4　発見か ら入所 まで の 期間

集 検 発　症 計

1 ケ 月 以 内

1 〜’
3 ケ 月

3 〜 6 ケ 月

6 ケ 月 以 上

2625
．

1223

4222111668472339

計 86 91 177

表 6　 非結核性疾患

気　管　支　拡　張　症 11

非　定 型 性 肺　 炎 7

肺　　　 嚢　　　 腫 4

気　 管　 支　 肺　 炎 2

気　　管　　支　　 炎 1

肺　　 化　　膿　　 症 1

肋　 　 骨　　 髄　　 炎 1
心 　　　　疾　　　　患 1

計 28

表 5　結 核 性 疾 患

病　　　 型 排菌（＋） 排菌（→ 計

一　 次　 結
．

核 1 9 10

二 次結核（空 洞 ＋ ） 36 10 46

二 次結核（空 洞
一

） 18 64 82

肺　粟 粒　結 　核 2 3 5

肋　　 　膜　　　炎 4 4

腹　　 膜　　 炎 1 1

腎　　 結．　　 核 1 1

計
　 57

（39％）

　 92

（61％）

149

　横浜市立ニ ッ 橋学園は，昭和23 （1948）年12月，結核児童の 小児保養所と して 横浜市が全

国に先が けて設立 した もの で あ り， 学園 の 2病室を使用 して
， 横浜市立瀬谷小学校ニ ッ 橋 分

校 も設置 さ れ た の で あ る
「c）

。 ニ ッ 橋分校徳
， 当初 ， 小学部第 5 学年 と第 6 学年 の 結核児童 の

みが対象で ，児童43名 ， 教員 3名で発足 した 。 そ の 後 ， 同34 （1959）
・
年10月か ら全学年を対

象とす為よ うに な り， 「表 7」za も示すよ うに
， 同37 （1962）年 に は ， 非結核性疾 患 も対象 と

したの で ；以後病類は多様化 した
ee）

。

1
表 7　 ニ ッ 橋学園入園児の 病類表

喘息 結核 リウ マ チ熱 腎炎 ネ フ ロ
ーゼ　 丙別

年別 男 i 女 男 i女 男 i女 男 i 女 男 i女
計

34年
353637383940414243

　oio

　111

　gi　 9
　　 …
　22i　 13
　 　 τ

　43i15  
　 　 　

60  i25
66i　 22

　 　 147

  i22
　 　 〜

67  i　 29

91i　 29

74 ：　 70

82i　 65

5ゴi47
　 …
35i　 31

23i　 27

24i　 19

17i　 4

15i　 11

12182i
　 1・

Oi　 Olilli

　 31132i

　 60i
　 30i

　 21i
　 22i
　 21io

oioo1
　 oDio

　 …

乞i　 Oli
　 13i
　 2

。i　 3 、

oi　 12i
　 21i
　 1

Oi　 Ooi

　 Ooio

　ト
2i ．Ooi

　 12io2iloio

。 ioli
　 2

144151

ユ2810911913811799124129

1

406i　 165343i 　 283 ， gi　 22　． gi　 10　5
7i　 4　唱

計
571名 626名 31名 19名 ・ 11名

』 　名
1258

備

考

・そ の外 ， 先天生心疾患10名，起立循環障害 6名，て ん か ん 2名，
計 1，276名 。

・喘息 の○印 は
，
退園後 の 死亡者数。

・昭和23年度から同33年度 まで の 病種は，すべ て結核疾患 で あ っ た 。
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2，体育教育の 実態 と特徴

　養護学校 に お ける教育 は
， 「幼稚園 ， 小学校 ， 中学校又は高等学校に準ず る教育を施 し， あわ

せ て そ の欠陥を補 うた め に
， 必要な 知識技能を授 け る こ と 」 が 目的 と さ れ た 。 特に

， 病弱教育

に お い て は，厂治療 と教育 の 融合を図り
，
心身の 健康回復」が

，
主要な教育方針とな っ て い た

ee）
。

　病弱教育 に お け る体育教育 は，そ うした 目的や方針 に 基づ い て行 なわれ た の で あ る 。 以下，

そ の 実際と特徴の一端 を検討 して い くこ とにする。

　（1） 教科体育

　　  　指導 目標

　　戦後間もな い 頃 ， 当時文部事務官で あ っ た宇土正彦が
， 「虚弱者 の 体育 目標」

3°）
に 関 して

，

　次の とお り述 べ て い る 。

　　 「
一

， 衛生的矯正的運動 へ の 参加

　　　　 1，改良可能な機能的欠陥を改良矯正す る 。

　　　　 2．傷害や畸形の 悪化 を防護す る。

　　　　 3．筋力を強め機能の 調和を発達させ る こ と に依 っ て 身体能力を高め る。

　　　二
， 社会的 （グル ープ ） ス ポー

ッ へ の参加

　　　　 1．虚弱状態に適応 した ス ポ
ー

ッ を実施する の に必要 な技術を体得す る 。

　　　　 2．社会的性格を育成 するQ

　　　　 3 ，余暇利用 の た め の レ ク リェ
ーシ ョ ン を虚弱状態 に応 じ て 習得する 。 「

　　　三 ，虚弱状態 の 認識

　　　　 L 自己 の虚弱状態 を認識 し，それ に対する改良防護 の方法を認識す る 。

　　　　 2 ．自己の虚蒻状態 と自己の 志す将来の職業 と の 関係及びそ の 関係に最 も良 く適応す

　　　　　 るこ との 必要と方法を認識する 。

　　　　 3，学校生活及び卒業後 の 生活 に於ける余暇 と趣味の 意義 を認識す る。 」

　　上記 の 目標は ，
そ の ままの 表記で

， 「運動を課す る目標」 と して文部省の 『身体虚 弱児童

　生徒の健康指導の 手 び き』
31）　IC引用 され て い る 。 こ うした事情もあ り ， 宇土提唱の こ の 指導

　 目標は
， 戦後 の 民主主義教育下に お け る最初の もの で あ り，障害体育に お ける特殊目標と も

　言え るも の で
， 注目すべ き目標で あ っ た 。

　　昭和30年代 に入 っ て東京都立久留米養護学校校長下田巧 は，体育科の 指導 は，「虚弱 児 の

　 健康の 回復をはか る とと もに，基礎的な運動能力を養 い ，やが て普通の体育科 に示す 内容を

　実施 で き る よ うに導 く」 こ と で あ ると主唱 し
， 「病弱児や虚弱児 の 保健 と い い 体育 と い っ て

　 も， 第
一
r 目標が健康回復と い うこ とに ある」と強調 した

an）
。

つ ま り ， 病弱教育と虚弱教育に

　共通す る最大 の 目標 は健康回復で あ り，こ の 健康回復 とい う目標 を達成す るため の 一 っ の 方

　 法 と して 体育教育が位置づ け られて い た
。

　　 各特殊学級や各養護学校は，上記の 目標に基づ い て
，

それ ぞ れが対象児童 ・生徒 の 病状や

　障害の程度等 に応 じて
， 例え ば， 以下の事例の よ うな具体的 目標を設定 して実践 に 移 した の

　 で あ る。

　　 大阪市立郊外貝塚小学校 ・中学校の 保養体育の 目標 は
， 「児童の 遊 び に 対す る要 求に 応 え

　 保養生活 の 心理的浄化を図 り， 以て 保養成果 の 促進に 寄与 し併せ て 児童の 創造性 と社会性 を

　 養 う。」
zz）

で あ っ た 。
こ こ に は，身体的事項に係わ る目標は掲 げ られ て お らず ，専 ら心理 的 ・

47

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

10 北　野　与

精神的事項の 目標の みが掲 げられ て い た 。 東京都江東区立深川第
一

中学校虚弱学級に お け る

体育科 の指導 目標は，「（1） 身体各部 の 発 育を はか る。   　身体各部 を柔 軟 に し，脊髄神経

や末梢神経に対する圧迫を解 く。 ｛3） 胸部 ， 腹部 の諸器官 を健全 にす る 。 （4） 姿勢を矯正す

る。   　便秘を無 くする D   疲 労の 回復を はか り， 睡眠を促進する 。 」鋤 で ，具体的な もの

で あ っ た 。 また
， 愛知県西春 日井郡新川町立新川小学校特殊学級 （病弱 ・虚弱児 ，第 1学年

及 び第 2学年 ， 昭和37年度）で は ， 小学校体育 にお ける四 目標の うち ， 「適当な運動を行な わ

せ る こ と に よ り心身 の 発達 を た すけ る 」 と い う目標を重視 し た
35）

。

　  　教育課程等

　こ こ で は，養護学校及び特殊学級にお ける教育課程等に っ い て 検討 し
， 全教育活動の 中で

体育教育が ど の よ うに位置づ け られて い たか を概観す る 。

　　 ア ．養護学校に つ い て

　　横浜私立ニ ッ 橋学野
）
（昭和27年度）で は，1年間 の 総授業時数は

，
「1週26時の 授業を

　（中略）夏季休暇等を含 め年間45週 の 授業」 （小学校第 5
，
6学年 の 場合 ，

1週 30時で 年 間

　 35週の 1，e50ueの 総授業時数で ある。）をも っ て 達成 した 。 また，各教科 の 指導に つ い て は，

　国語及 び算数を基礎教科 とと らえ
， 社会 ，

理 科及 び家庭の 3 科を 「合科 的取扱」 と し
， 音

　 楽，図工 は 「鑑賞教育 と課外指導」 に重点を置い て 指導す るもの とした 。 体育に つ い て は，

　 「軽い 遊戯，散策等に よ り精神的疲労を回復させ ，また 衛生講話等に よ り保健の 知識を 授

　 ける」 もの とし，過激な運動 は避 けられ た 。

　　大阪市立郊外貝塚小学校 ・中学校
37）で は

， 例 えば ， 小学校で は ， 「表 8」 の よ うな授業時

　 数と学習形態 の 工夫が展開され た 。 限 られ た時間内に 療養と学習を行な う こ とか ら，同校

　 で も
， 厂学習形態 の 検討，学習時間の 短縮，学習教材 の 選択 ， 学習時間割 の 編成等」に っ い

　 て の 模索が見 られた 。 例えば，学習形態 につ い て は，「登校教室学習 の 外に安静時を利用

　 した放送学習　学年を解体 した興 味本位の ク ラ ブ学習を中心 と した特別学習　寮出張に よ

　 る寮内学習 （中略）枕頭教育」が細か く類型化 され，「表 8 」 に も示 さ れ て い る よ う に ，

　 放送学習中心 の 自由科 も新設 され て い た 。 保健科を教室学習 に
， 体育科を 自由科に 位置づ

　 け て指導 したが ， 「体位分類 に よ るB1以上の 軽症児童」生徒に対 して は ， 「体位別保養体育」

　 を課 した 。

　　 昭和 30 （1955）年 に 開設 され た群馬県立養護学校
sa）

で は
， 当初安静度区分 に よ っ て 通 学

　 学習者 （安静度 3度 ，
4度）， 床上学習者 （安静度 1〜 3度） を決定 し

， 通学学習者 に 対 し

　 て は
， 「表 9」 の よ うな教育課程が実施され た 。 こ の教科授業時数は ，先の 大阪市立 郊外

　貝塚小学校 ・中学校の そ れと若干異な る が
， 放送学習や床上教育な ど の類似点 も見 られた。

　 な お，安静度C （4度，5度の 1部），B （5度 の 1部，6度の 1部），　A （6度の 1部，7度，

　8度） に っ い て は，散歩や室内遊戯を初め，徒手体操等 の軽運動が
， 教科 と して 安静度に

　 応 じて 課せ られ た の で ある
鋤

。

　　 以上の よ うに ， 結核の 発病予防を目的 と して 設置された養護学校に おける学習指導 要領

　 制定前 の 教育 は
， 小学校，あ る い は 中学校 の 教育課程 に準 じて 行な わ れ た の で あ る が

， 各

　 校 そ れ ぞ れが
， 在籍児童 ・ 生徒の 健康度 （安静度）に応 じて

， 独自性の強 い 教育課程 に基

　 づ い て 行な っ た の で あ る。 そ こ で の 体育は ， 放送学習 の よ うな代替型 か，あ る い は保養体

　 育 の よ うな軽運動主体 の 養護 ・訓練型 で 実施 された 。 学校教育法施 行規則 に は，「児童 が
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身体 の 状況に よ っ て 履修する こ との で きな い教科は
，

こ れ を課 さない こ とが で きる 。 」 と掲

げられて おり，疾病が 重度 の 場合，例え ば，床上学習者 に は，体育科 の 授業 は免除 された 。

表 8　 大阪市立郊外員塚小学校教科授業時数

霍
　　　　科目

学習形態
国 社 算 理 音 図工 家

　体
体　健

自由
’
計

文部省案 643223 2　 1 23

教室 学習 633212 1 18
1 放送学習

す 自体
る由二

　 に時

　転間
　換を

特別学習 4 4

計 633212 　．00 　 1422
文部省案 643

』
223 2　 1 23

教室学習 633212 1 18
2 放送学習

同

上特別学習 4　  4

計 633212 0　 1422
文部省案 654223 2　 1 25

教室学習 554213 1 21
3 放送学習 33

同

上特別学習 2 「 2

計 554213 0　 1526
文部省案 654322 2　 ユ 25

教室学習 654212 0　 1 18

4 放送学習 33
同

上特別学習 25

計 654212 广0　 1526

文部省案 65532222 　 1 28
教室学習 5452121 1 21

5 放送学習 66

畠　体理
　 ニ

ー一
に 　

、、

鰹童
す を

’

る

特別学習 22

計　 ・ 54521210 　 1829
文部省案 6553222 ．2　 1 28

教室学習 5452121 1 21

6 放送学習 6 6
同

上特別学習 22

計 5452121 ・0　 1829

備考 ．1 ．体操は普通学校の 教授 に よ らず特 に本校 に て 研究中 の 体位別保養体育を実施

　　　2 ，音楽 は，歌 唱指導 は禁止 し， 器楽指導名曲鑑賞な ど を行 な う。

　　　3 ．自由は ， 国語 ，
理 科 ， 音楽 ， 社会 ， 家庭 ， 全科 に わ た る放送学習 を い う。

　　　 4 ．枕頭教育 の 時間数は別案に よ る。

・

9表 群馬県立養護学校の教科授業時数

国 社 算 理 音 図 数 英 テ レ ビ教室 H 　　R 朝　 　礼

小 1．2 ．353 ．4222 20分 × 6 回 10分 × 4回 10分 × 2 回

小 4．5 ．6534222 〃 〃 〃

中 1 ．2．34 ．3 22142 〃 ∠ノ 〃

床上教育

　 　 　 　 　 　 　 49

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

12 北　野　与

　イ ．特殊学級につ い て

　特殊学級に は
， 保養所や療養所 ， 病院等に付設 さ れ た 院内特殊学級 と ，小学校や 中学校

に付設 された特殊学級 とがある。前者 の ，特に 小児結核児童 ・生徒の 医療と教育 を併せ 行

な っ た院内特殊学級 の 教育課程等 は，概 して前述の 養護学校の そ れ と類似 した もの で あ り，

こ こ で は
， 「ら い 児童生徒の ため の 特殊学級」 とともに省略する こ とと し，小学校及 び中

学校の 付設特殊学級を中心 に考察 を進 め る 。

　文部省は，『身体虚弱児童生徒 の 健康指導の 手 びき』
aの の 中で ， 「養護学級 を編成す る場

合に は
， 学校長は ， 養護学級 に 対す る特別 の 教育課程を作 る必要 がある 。 そ の 作製に当た っ

て は
， 児童生徒の 学習な らびに作業の負担を軽 くす る こ とと

， 学校生活を情緒ゆ た か に さ

せ る こ とと に そ の 重点を置かな ければな らな い 。特に 体育の 教育課程を作 るに は，じ ゅ う

ぶ ん に考慮を払 う必要が あ る。 」 と指導 し，「履修する こ との で きな い教科は課 さな い こ と

が で きる」 （学校教育法施行規則） こ と も指摘 し，適切な対 応 を求 めた。現場 で は，在籍

児童 ・生徒の 実態 に即 して ，どの よ うに 対応 したか，若干の事例を掲げて み よ う。

　　Oう　 島根大学教育学部浜田分校代用付属浜 田市立原井小学校養護学級 （昭和 25年度）
41）

　　同校 は ， 第 1 学年 と第 2学年 に各 1学級の養護学級 （30名）を編成
〜

した。 在籍児童は ，

　「小児麻痺に よ る脚部異常の もの
， 心臓 の 弱 い も の ，脚部に けが を して い る もの

，
そ の 他

　体格薄弱 ， 貧血 ， 発育不良 ， 栄養不良 ， 異常体質，呼吸器及び消化器の 疾患 に か か り易

　 い もの 」 等で あ っ た Q

　　こ の 学級の 教育課程は，普通 学緻 こ準 じた もの で あ っ たが
， 「体育 の 三 時間 と理科 ， 算

　数 を各々 一時間特設，養護 の 時間三 時間を合せ 」た 「一週八 時間 の 養護の 時間」 を設 け

　 た特微 の あ る も の で あ っ た 。

　　（d ） 佐賀県唐津小学校養護学級 （昭和28年度）

　　先 に も述べ た よ うに
， 同校は

， 第 1学年か ら第 6 学年ま で 各 1学級の 養護学級 （30名）

　 を設 けて い た 。 「表 2 」 で 示 した児童 に 対 し て
， 「普通学級とほ ぼ同 じ」 教育課程 で ，

　 「体育方面に 於い て ，児童 の 体力，健康状態に応 じ」 た指導を行な っ だ
の

。

　　   　北海道函館市立東川小学校養護学級 （昭和 28年度）
43）

　　 同校は，昭和25 （1950）年 6月か ら結核の 発病防止をね ら っ た養護学級 （第 1学年よ

　 り第 3学年 ま で 各 1学級 ， 収容児童数 25名程度）を設 けた 。 同養護学級 の 教育課程 は
，

　 「普通 学級と同
一

」な もの で ， 学習時間を 「三 十五 分位」に短縮 した 点に特徴が 見 られ

　 た 。

　　 O 　広島大学附属小学校養護学級 （昭和28年度 ・同29年度）
di

　　 同校 は
， 昭和28 （1953）年 4月よ り 「新

一
年に就学す る学齢児童中 （中略）（／）身体虚

　 弱で あ っ て 病気にかか り易 い もの 。 （口）病後の 回復がおそ く疲労 し易い もの 。 囚腺病質の

　 傾向の あ るも の
。 」 を公募 し，養護学級 （12名）を発足 させ た 。 当初の カ リキ ュ ラ ム は，

　 「表 10」の とお りで あ り， 健康観察や健康管理
， 保健の 導入 ，

ある い は戸外で の飼育栽培

　 等に特別な配慮が見 られた 。

　　   　東京都江東区立深川第
一

中学校虚弱者学級 （昭和 29年度）
45）

　　 同校は，昭和27年度よ り第 1学年に虚弱者学級 1学級を設 け て 特別指導を行な っ た
。

　 同 29年度に おける同学級在籍生徒の 病類は ， 肺門淋巴腺炎 3名 ，
心 臓弁膜症 2 名 ， 腹膜
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炎後腸が弱 い もの 1 名，神経痛 1名，陽転後弱 い もの 1名，虚弱者 7名，発育不良 1名

で あ っ た Q

表 10 広島大学附属小学校養護学級授業時間数

教科
生活 国語 算数 音楽 体育

健　康　観　察

同　　 管 理

普 通 学級 96423 1
昭

和

28

年

度

養護学級 65422 4．5〜9

響騰 欝 鎌 ＿ 、＿
．
．

教科 社会

理 科
国語 算数 音楽 造形 体育 保健 そ の他

普通学級 5742230
昭

和

29

年

度

養護学級 5642221

欝 驪諜 矯育鱇 ・一 ・

児童会 1

朝会毎 日

15分

　　同学級の 教育課程 は，普通学級 と同じも の で あ っ たが，特に ，体育で は ，健康度 に よ

　る個別的 な特別指導 と指導内容 の 弾力的な取 り扱 い 等 の 配慮が な され た 。

　　以上 ， 小学校及 び中学校に付設され た特殊学級の 若干につ い て ，病類や教育課程 ， 体

育指導を中心 に 概観 した が ，こ の 学級教育 に は ， 次 の よ うな知見が見 られた 。 そ の
「

っ

　は
，

ほとん Z“

の学級で は ， 普通学級 （原級）に準 じた教育課程を編成 して い た こ と で あ

　る 。 ただ し，後述 の よ うな配慮が な され て い た 。 っ まり ，
そ の 二 は ， 教育 課程 上 で は，

授業時間の 短縮や授業時間数の 軽減が行なわれ て い た こ とで あ り，体育の 指導上 に お い

　て ， 健康度 に よ る個別指導を初め
， 授業の 軽減や免除等が行なわれたこ とで あ る 。 こ う

　した配慮が ，こ の 学級教育の 特徴で あ っ た と言え る 。

　  指導内容 ・ 方法

　ア ，健康度 （安静度）に よ る生活規制

　病弱教育で は，健康度，あ る い は安静度 と呼ばれ る基準に よ っ て 運動を含む生活規制が

行な われた 。 例えば ， 文部省が示 した 「結核児童の 生活指導表」
46）

も ，
そ の

一
つ で あり，

12

段階に よる生活 厂指導 の度」を示 した もの で あ っ た 。 体育 を含 む教育 活動 はt“ 「表 11」 に

見 られ る厳 しい 細か な規制 の 中で 行なわれ た の で ある。 以下，養護学校及 び特殊学級にお

ける生活規制に っ い て
， 若干 の事例を挙げて 検討す る こ と に しよ う。

　　Cl＞ 大阪市立郊外貝塚小学校 ・中学校 （昭和28年度）
4の

　　同校で は
， 結核児童に対 し

， 厚生省安静度 （7 段階）に準拠 した 6段階の 「体位別呼

　称」（A ，，A2
，
　B1，　B2 ，

　C ，，
　Ca）を もっ て生活規制を行な っ た 。 っ ま り ， 厚生省安静度

　 1 と 1 をC 、と呼称 した もの で
，
Ciか らA 、に かけて は厚生省安静 度 と同

一
で あ っ た。　 C ，

　に は室内歩行が
， 教室学習が許さ れたB1

，
　 A 、

，
　 A ， に は遊戯や屋外 散歩が そ れ ぞ れ 許さ

　 れ た 。
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表11 結核児童 の 生活指導表 （宮崎肇博士）

指　導 　の 　度 12 345678 9101112

遊 び と 手 伝 い

（1 回30分以内）

　A2
，3回

　A213
”

　 A4

，5 ”
　 A4

，5 ”
A4

，5 ”
　B2

β
”

　 B2

，3 ”
　B4
，5 ”

　B4
，5 ”

　C4
，5 ”

　C
随 意

午
前

1　 回 1　 〃 2　 〃 1　 〃 1　 〃 1　 〃
復　 　 　 　 習

（1 回 30分） 午
後

1　 回 1　 〃 2　 〃 2　 〃 2　 ” 2　 〃 2　 〃 2　 〃 3　 〃

午
前

1 時限 2　 〃 3　 〃 〃 　　
L

授　　　　 業
午
後

3　 〃

1 時限

　 　 　 　 　 4　 〃

（体操運 動そ う じ止 め ）

　 　 　 　 　 1　 〃

4

2　 ”

　普　 　通

過 激 な る体操
運動競技等止
め

食
前

1時間 1　 〃 1　 ” ⊥
2

⊥
2

⊥
2

食事前後の 休息
食

後
1時間 1　 〃 1　 〃 1　 〃 1　 〃 1　 〃 普 　 　 　 　 通

午
前

2時間 1　 〃 1　 ” 1　 〃

普　 通

そ　 の 　他 　の

安　静　時　間 午
後

2時間 2 ・音 11111 ユ 1

使用上 の 注意 ω　指導の度　1 は，要療養者 の隼 活 と ほぼ同様 で ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　　 　 ” 　 　 2 − 6 は，要 休養者 に適す る生活 を示 し

　　 　 〃 　 　 7 − 10は ，登校 を 許可 さ れ た軽症結核児童 （要 監察者） に適 す る生活を示 し

　　　 〃 　　 11− 12は，要注意者に 適する生活を 示 した もの で あ る6

〔2｝〜〔4）略

　  　兵庫県立上野 ケ 原養護学校 （昭和37年度）
tS）

　同校 は
， 国立兵庫療養所に 併設さ れ，同療養所 の 指導下 に あ っ た 。 同校 で 適用 した安

静度 は ，厚生省安静度 に 準 じ た もの で
， 体育及 び運動 と係わ る生活事項を挙げ る と，「表

12ゴ の とお りで あ っ た 。 安静度 5以上の者が運動 が許 され，全教科が課せ られ た の は，

安静度 6
，
6A で あ っ た 。

表 12　兵庫県立上野 ケ原養護学校 （国立 兵庫療養所）安静度表

　　 安酪度

区　分
6A 6 5 4 3 2 1

行動 基準 体 を ため す 体 の 訓練 所内 の生活 寮棟内の 生活 室 内爾生活 ベ
ッ ドの上 ね た まま

歩行 運動
作業等 4時間
以内

歩行等 4時間
以 内　 　

’ 学校の校地内 自分の病棟内 い　け　な　い

学　 　習 全　　教 　　科、
歌唱は

い けない

作業 ・歌唱 は

い けな い

体育・作業・歌
唱はい けない

床上学習 い けない

普通畴 間

（あそ び）
ほ とん ど の こ とが許され る

はげ しい 競技
等以 外はよ い

屋外の遊びも許さ

れることがある

主に室内の

軽い作業

許さ れた 時だ

けラ ジオ読 書
な　　 い

　（ウ） 横浜市ニ ッ 橋学園 （結核児童収容時代）
49）

　　　　　　　　　　　　　　　 　
　同学園 で は ，「健康度別に よ る結核児童 の 生活許容範囲」を定めて

， 学園児童 の 生活を

規制 した 。 そ の 健康度区分は，「表13」の とお りで
， 「要療養」を 3段階に 区分 して い た 。
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表13　ニ ッ 橋学園 「健康度別に よ る結核児童 の 生活許容範囲」

A B C DI D2　 健康度

　　 区命 ・
生活
　事項

要 　注　意　
1

要 　休　養 要　療 　養 同　 　 　左 同　 　 　左

自 由 時 間

（遊 び ）

か る い か け 足
・か げふ み

・石け り　 　 ．
・うず ま き
・ピ ン ポ ン

・バ ド ミ
「
ン ト ン

・・オ ド リ
・お に あ そ び

な ど

歩 く て い ど

・通 り ゃ ん せ

・ま りっ き
。オ ド リ

・目かくしおに

・ハ ン カチおと し

・砂あそ び

・じん と り （歩

　 い て ） な ど

立 っ た ま ま
』・ボ ー

リン グ　  
・わな げ
。か ごめ
・ビ ー玉
・ゲ ーム

・手 ぬ ぐい と り
。け ん玉

な ど

す わ っ た ま ま
・お 手玉
・お は じき
・トラ

1
ン プ

・し ょ うぎ
・ゲ

ーム

。コ リン トゲ
ー

ム

・五 な らべ

な ど

す わ っ た ま ま

指示 に よ り可

作　　 業
過激に な らない

もの は可
軽い もの は可

指示の ある もの

は可
不 　 　　可 不　　　可

　　 「

テ　 レ　 ビ
　 　 可

但 し 1時間位
同　　 左 同　 　 　左

指示 あ るもの は

可　
％ 指示 あれ ば 短時

間は可

自 由 学 習
　 　 可

但 し 廴時間位

　 　 可

但 し1 時闥以内
同　 　 　左

指 示 あ る もの は

30分位可

病状に よら指示 あ

るもの は短時間

　 ←O 　函館市立東川小学校養護学級 （昭和27年度）
su）

　　同学級は，結核要養護児童牽対象と した学級で あ り，全員 「要注意」者で あ っ た 。 同

学級で は
，
A ，　B ，

　C3 段階の 「健康度」 を定 め，「A 軽度の 運動 は よい　B 中度 の 運 動 は

よ い　C 運動禁止」 と
， 運動実施上規制が行な われ た 。

　   　愛知県西春 日井郡新川町立新川小学校特殊学級 （昭和 37年度）

　　同学級で は，体育時 に次 の よ うな 3 種類の バ ッ ジを っ けさせ て 指導 した。 すな わち ，

「○ 白は J 積極的な体育 をお し進め る こ と に よ り体力も増 し，健康と な る こ とが で き る

見通 しの もの 　○ 黄 は，種 目 ・ 内容 に よ っ て は 制限す る が
， あと は，普通 に行 な う もの

○ 赤 は，最 も保護的な立場を と らな けれ ば健康を維持す る こ とが困難な もの 」
5D

とい う

分類で あ っ た。

　　  　東京都江 東区深川第
一中学校養護学級 （昭和 29年度）

su）

　　同学級で は
，
生 徒を 「第 1類は特に注意 を要す る もの 　第・2類は虚弱者及 び脊柱異常

　第 3類 は陽転者中の 虚弱者」に 分類 し
， 個入の 病類 と健康度に よ っ て 体育制限及 び体育

免除 の 規制を行な っ た 。 例え ば，肺門淋巴腺炎の 者で も，第 1類に属す る者 と第 2類 に

　属す る者が お り， また
， 第 1類の 肺門淋巴腺炎の者 2名 の うち

，
1名が体育制限 ， 他の 1

　名が体育免除の規制を受けて い た。

　以上の よ うに
， 保養所や療養所等 に併設 された養護学校に お け る結核児童 ・生徒に 対 し

て は，厚生省安静度に準 じた安静度によ る細かな厳 しい 運動規制が行なわれ鵡 小学校や

中学校 に お ける付設 の養護学級で は
， 比較的軽症 の 者が在籍して い た こ ともあ り，

』
そ の 規

制は
，

3 段階程度 の緩か な もの で
， 在籍児童 ・生徒 の 病類と健康度 （虚弱度） に よ っ て 運

動が規制され た 。 従 っ て ，病弱児童 ・生徒 に対す る体育教育に おける指導内容 ・方法を検

討す ると きに は，
・
少な くと も病類 ，

・安静度 ， 健康度 （虚弱度）を踏 まえ た上で
， 検討を加

え る こ とが肝要 とな る。
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　イ，指導内容

　　⇔7 ） 病弱者に つ い て
一
結核を中心 に

　こ こ で は，健康度区分が 「要療養」者を除 く 「要休養」者以上 に つ い て 検討す る 。

　　   要休養者

　　　要休養者 は，軽作業が可 とされ
， 以下に掲 げる歩 く程度の運動が 許さ れた 。

　　　通 り ゃ ん せ
， ま りっ き，お ど り， 目か くし鬼 ，

ハ ン カ チ 落とし
， 砂遊び

， 陣取り，

m 一

　　リ ン グゲーム
， リ ン グゲ

ーム
，

ベ ビ ーゴ ル フ
，

キ ッ クゲ
ーム

， 園芸 ， 散歩等鵬 眺

　　   　要監察者
一登校が 許可され た軽症者

　　　要監察者に許され た作業や運動の 程度は
， 要休養者 と要注意者の 中間に属す る も の

　　で ，以下の よ うな もの で あ っ た 。

　　　おは じき，じゃ ん けん 遊び，自動車 ・電車 ご っ こ，輪投げ，ハ ン カ チ取り，砂遊 び，

　　水遊 び，摘み草，水 ま き，庭の 手入れ ， 草取 り， 動物飼育等
56）

。

　　　◎ 要注意者

　　　先 に も触れたが ， 要注意者を 「A 軽度ゐ運動はよ い 　B 中度の 運動は よ い 　C 運 動

　　禁止」 の 3段階 に分 けて の 指導例 も見 られたよ うに
， 要注意者の 中で も健康度 に 違 い

　　が あ り
， 作業や 運動 の 規制 も一律 で は な か っ た 。 し か し

， 非活動性 の 要注意者 に 対 し

　　て は
， 過激で な い 作業や軽 い 駆け足程度の 運動が一般的に許 された。例え ば，以下 に

　　掲 げた活動も，要注意者に許された もの で あ っ た 。

　　　影踏み ，石 け り，うずま き ，
ピ ン ポ ン

，

バ ド ミ ン ト ン
， おど り， 鬼遊び ， ま り投 げ ，

　　腕ず もう ， 滑り台 ， 三 輪車乗 り，輪まわ し，登 山，魚釣 り，乾布摩擦，麦踏 み
， 掃 除，

　　散歩等 5凋 59）
。

　（イ） 虚弱者に っ い て

　虚弱者 と い っ て も ，
そ の 虚弱内容 は多様で あり

，
虚弱度も様々 で あ っ た 。

こ の 虚弱者の

運動指導 （処方）に つ い て
， 戦後早 々か ら吉田章信

6°冫
，

三 田谷啓
6「冫

， 木田文夫
62）
，平井淳

磯

ら，医学者の報告が あり，現場の 指導 に貢献 した。例え ば，三 田谷啓 の異常と運動の種類 ・

程度 は，「表14」 の とおりで あ っ た。

　三 田谷は
， 「免除不要」， 「考慮」， 「禁止」の 3段階に程度を分類 して い る が

，
そ れ は，運

動強度を重視 した もの で あ っ た 。 当初は，こ う した運動強度に っ い て は，ほ とん ど経験的

判断によ る判定が多か っ た もの と考え られ る 。 例え ば
， 「表15」eD

の よ うに ，各種 の 運動 が

と らえ られ て い た の で ある 。 「表 16」65）
は

， 運動強度を中心 に編成 し た教育課程 で あ り ， 普

通学級 tt（原級） に準ずる も
， 強 い 運動教材 の 時間数を少な くし

， 軽 い 運 動教材の 時間数を

多 くした もの で
，

一般的な編成方法で あ っ た 。

　昭和30年代の終わ り頃に は、エ ネ ル ギー
代謝率によ る運動強度も登場 し，科学的となる。

そ の場合，軽い 運動 は R ．M ．R ．3、O以下 ， 普通 の運動は R ．M ．R ．4．0代，強い運動はR 、M ．R ．5．0

か ら6．0くらい と考え られ た
66）

。

　各種 の 運動種 目 （教材）が
， 運動強度 に基づ い て

， 「禁止 しな ければな らな い 種 目　 制

限 しなけ ればな らな い種目　適する種目　奨励 して 行わ せ る種目」
67）
等 に分類さ れ ， 障害

や 健康度 （虚弱度）に応 じて 指導され た の で あ る 。
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表14　三 田谷啓 に よ
．
る 「運動免除表」

消
．
化 　器

．
病 神経 系病 呼 吸 器 病

血行 ．．

器病
全 　　身 　　病 疾　 病 ．

同　 る へ 　腹 　軽　嘔
　 もル 　 　　 　 吐
　 の 二 　 　 度　

、

施 順 膜
。 瑪

さ　　脱　　　　　
’

ll炎 属1
の 　 　せ 　後 　病 　痛

神　頭 　癲 　精

　 　 　 神
経 　痛

　 　 　 薄

衰 　眩
　 　 　 弱

弱　暈 　癇　後．

肺 　肋 　軽　（軽

炎 煢
． 炎 募 努
　 　 タ　　 タ

後 　後　ル 　　ル

神　心 ・

経
．

性

心 　臓

悸

亢

進　病

発　脚　貧 　重 　 身
　 　 　 　 體
　 　 　 　 虚
　 　 　 　 弱

　 　 　 　 腺栄

　 　 　 病　病養

　 　 　 　 質套
　 　 　 　 杲
熱 気 血 後　環

異

．常

　 　 種　
．

　 　 類　，

△ 　 　△ 　 　X
．
△ 　 × △　 X 　 X 　△ X 　 ×　 △ 　 △ ×　　XX 　 ×　 △ 　 ×　 △ 身体 各 部運動

×　　 ×　 　
』
×　 ×　 × X 　 ×　 　 　 △

「
X 　 ×　 ×　 　 ×

．
×　 × × 　 ×　 ×　 ×　 　 X 懸 垂 ．運 ．動

X 　 　 X 　　 × 　　× 　 × × 　 ×　 × ．△ ×　 ×　 × 　　 × × 　 　× ×　 ×　 ×　 × 　　
』
X 跳　躍 運 　動

X 　　 ×　　 ×
．

×　 × X　 X 　 X 　 △
．

×　
．

×　　×　　 × ×　　×
・

×　　×　　×　　×　　 × 急速運動（駈歩）．

×　　　×　　 ×　　× 　　× X 　 ×　 X 　 △ ×　　×　　X 　　 X ×　 　 XX 　 × 　 X 　 ×　　 × 永鋤 〔黜
X 　　×　　×　 X　 メ X 　 ×　 X

』
△ ×　

．
×　 ×　　× ×　 ．×

．
×
．

×　 ×　 ×　　× 全身 的強 力運 動

．○ 　 ○　 ×　 △ 　 x ○　 ×　 × ，△ ×　 ×　 △ 　 △ ×
．

× ×　 × 　△ 　乂　 ○
．

巧 　緻　運　動

△　 △ ．X 　△ ．× ○ 　×　 ×　 △　 　 ・ X 　 × 　 × 　 △ ×　 × ×　 × 　△ 　 X 　 △ 呼 吸 運 動

○　 ○　 ○　○　× ○ 　×　．△ 　○
．

○ 　○　△ 　．× ○　○ ×　○ 　○ 　○ 　 ○ 日　 　光　 　浴

0 　 0 　 0 　0 　 乂 ○ 　× 　△ 　○ △ 　△ 　△ 　 △ ○ 　○ × ．O 　O 　△ 　○ 空　 気　 浴

○ 　 O 　 X 　 O 　 X ○ 　
．
× 　 × 　○ × 　 ×　 × 　　 X × 　 　× X 　 X 　 ×　 X 　 △ 冷 　 　水 　 　浴

O 　 O 　 ×　 △ 　 x ．○　×　△
．
○ ×　 ×　 ×　　 × O 　x 、X 　 ×　 △　 ×　・△ 冷　水　摩 　擦

○ 　 ○ 　 △　O 　 xO 　x 　 △　○ △ 　△ 　△ 　 × ノ △ 　△ x 　△ 　Q 　△　
・0 散 　 　 　 　

．
歩

X 　 　 X 　　 ×　　X 　 X △ 　 X 　 ×　 X 、×　 ×　 ×　 　 × ×　　× ×　 X 　 ×　 ×　　 × 水 　 　 　 　 泳

要 総　　　　
レ ．

すべ

るて

運 腹
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表15 弱 い 子供 と運動 の 程度
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表16　東京都江東区深 川int−一一中学校虚弱者学級体育 の 教育課程
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週

数

普
通

男 255363 23 12111 35

女 23424372312 1 135

男 333344 2322 22235
虚
弱

女 32324362322 11135 ．

　ウ．指導方法

　養護学校 も特殊学級 も， 在籍児童 ・ 生徒の 障害や疾病に軽重 こ そあれ，そ の 教育 の 目的は ，

養護 ， 換言 すれば，健康指導を 中核 と した もの で あ っ た 。 ．こ こ で 問題 に して い る体育 も，こ

の 健康指導 の
一

環 と して とらえ られ ，生活全体の 健康指導 と い う観点か ら取 り組みが な され

た 。 こ うした取 り組 み の 中で ，以下の よ うな特徴の ある体育指導法が肝要とされ た 。

　　  　医師の 指導下におかれた指導

　　「医師 の 判定に よ る健康度と 日課表と を基 と し学習そ の 他作業の 軽減を は か っ て い く」
C8）

　こ とが
， 病弱教育 に お け る基本的対応で あ っ た 。 「体操競技遊戯等 は医員 と協力立案 し，

　虚弱児童 に即 した る指導 をなす」
69）と の報告 もあ る よ うに ，体育科 に お け る運 動指導 は勿

　論の こと，日 々 の 生活の 中で行なわれ る運動 （遊び）指導 は，医師の 指導下に あ っ f 。

　　  個別指導中心の 指導

　　病類や障害が 類似 して い て も，程度に差が あり，軽重が あり ， 健康指導 で は
， 徹底 した

　個別指導が
一般 的で あ っ た 。 体育の 指導 に 当た っ て も， 「団体的 。い っ せ い的な指導よ り

　班別 ・個別的な指導を 中心 とする こと」
瑚 が原則とされた 。 班 別指導 と い っ て も ， 班 ご と

　の 目標 は勿論の こ と
， 個人別指導要項 ま で 設定 され た 指導 で あ り

n ）
， 個別指導 を重 視 し た

　指導が 一
般的で あ っ た 。

　　◎　疲労防止 の 指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

　　厂身体虚弱者は健康児に比球て疲労が早 く，また回復はおそ い が通弊 で ，疲労 の 早期発

　見 と回復に つ い て の 手段 ・方法 を講ず る こ と は そ の健康増進 の 上に は最 もた い せ っ な こ と

　」
m）

とされ
， 病弱児童 ・生徒対象の 「体育は ， 疲労を感 じる よ りもず っ と前 の と こ ろ で 止

　 める の が原則で ある」
73）とも言 われ た 。 従 っ て

，
こ の 教育で は

，
「い か に して 学習と休養や

　運動 とを調和 させ る か は養護上 の 大き な課題」
？D

で もあ っ た 。 安静度や 健康度を定め て 生

　 活規制を行な っ た り， 運動の軽減や免除の 制限を した り，
ある い は軽い遊戯 や散策等 に よ

　 り精神的疲労を回復さ せ るなど の 対応 の 背景 に は ， 疲労 の 防止が あ っ た の で あ る。

　　   　戸外運動重視 の 指導

　　 「戸外学習を多 くして 自然に連れ出し新鮮な空気に親 しませ る」
了5）

， 「育強方法 と して は主

　 に戸外運動を目標 と し新鮮な る空気を吸 は しめ，専 ら自然 の 恩恵に待ち他方栄養給食 に重
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きを置 き （後略）」
76）

等の報告 も示すよ うに ，「毎 日
一回は戸外の 適 当な る場所 に連 出 して

自由運動をな さ しめ （中略）以 っ て 自然に親 しむ生活を な さ しめ る」
TT）

こ とが J 健康指導

上 の 努力事項の
一

つ で あ っ た 。

　   　興味重視 の 指導

　 木田文夫 は，「虚弱児に 体育 を行わ せ る最初 に
，

まず注意 しな くて は な らな い こ と は
， 運

動に興味を もた せ る こ と で あ る 。 （中略）外に 出て 運動 した り競技 した りす る こ と に は
，

関心が 乏 しく拙劣で あ る こ と が多い 」
me） と，指摘して い る 。 体育運 動 に 対す る関心 や意欲

の 少ない 病弱児童 ・生徒に 対 し，体育的効果 を十分 に挙げ る に は
， 彼 らの興 味の 方向を知

り，それを重視 して指導す る こ とが肝要とされた 。 なお ，興味重視の背景に は，「興味をもっ

て 行 う運動 は，疲労を少な くする」
79）

と い う疲労防止 と の 関連性 も存在 した 。 器械体操や

徒手体操の よ うな興味の 少な い運動を課 し，成果を収めた指導例に，秋田県雄勝郡湯沢東

小学校養護学緑 （ま くれん こ学級）があ っ た
BO）

。

　   　体力 ト レ
ー ニ ン グの 原則 に基づ い た指導

　 病弱教育に お け る専門家た ち は
， 運動 の 指導に 関 して

， 例え ば
， 「弱 い 子供 は

， 予備力

を持 っ 事が 少な い の で
， 始 め は ， 控 へ 目に行 は せ

， 体力が 向上す る に つ れ程度を高め て 行

　くべ きで あ る 。 即 ち，循環漸進 の 方法に よ っ て 指導する こ とが特に望ま しい
。 」

肌｝

，
あ る い

は 「エ ネ ル ギー代謝率の少 な い もの か ら次第に 高い 程度 に進ん で い く運動を計画 しなけれ

ばな らな い 。 」
ee）な ど，経験的で あれ，科学的で あれ ，体力 ト レ

ー
ニ ン グの 原則で あ る漸進

性の 原則や漸増性負荷の 原則 に基づ い た指導 の 重要性を指摘 した。
こ う した指摘もあ り，

現場で も，「回復期 に お ける体育を我 々 は 漸薪訥練 と称 した 。 特 に結核児 の 場合 ， 漸次 ， 運

動量 を増 し
， 強度を高め

， 普通小中学校復帰 に備え て の体 力増強が 目的で あ っ た 。 」
53）

，
あ

　る い は 「学習時 の 養護的取扱 い 」 と して 「漸進的指導」を行な う等
「゚）

の 指導報告 も示すよ

　うに，体力 ト レ
ー

ニ ン グの 原則 に 基 づ い た指導が展開 され た の で あ る 。

　   環境 の衛生 的条件 を考慮 した指導

　　環境の 衛生的条件とは，天候や季節に係わ る条件の こ とで ある 。 岩本岩次郎は，「環境

　や季節に支配 され る事の 多 い 弱 い 子供に と っ て は と りわ け こ の 問題 は重要 で あ る」 と
，

　「季節に応 ず る指導」の 重要性を指摘 した
as）

。 現場で は，例え ば，虚弱者 ・軽症の 病弱者対

象 の 特殊学級で は
， 天候や 季節 を十分 に配慮して

， 厂年間計画」 を編成 したり ， 行事的活動

　を企画 した
86）

。 また ， 結核児童 ・ 生徒対象の 養護学校で は，軽症者に対 して
， 個人 の 「容

　態 と環境 の 衛生的条件」（天候，気温，日射量等）に基づ い た指導が行 なわれ た
SD

。

　 ．  衛生的習慣形成 の た め の 指導

　　衛生的習慣形成の た め の指導は，病弱教育 にお け る最重要課題 と考え られ，日常生活全

　体を通じて 厳 しく行な われ た 。 その背景に は
， 自己の 健康状態の認識 と

，
そ れ に対 する改

　良防護の方法の 認識 を求 め る 自主的自己改善重視 の指導理念が存在 した 。 体育指導と係わ

　る習慣と し て は
， 戸外運 動，矯正体操，簡易体操，日光浴，空気浴，深呼吸，乾布摩擦 ，発

　汗後の 処理
， 検温 ， 体重測定等が主要な内容で あ っ た

田湖
。

  　体育的諸活動

　  体育的行事活動
CD）

　学校行事 と して一般的に実施 された もの に，遠足や運動会が あ っ た 。 また ，地域 の 特殊性
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を生か した もの に は
， 海水浴 ， 船遊び，網引 き等が あ っ た 。 な お，卓球 の よ うな軽運動 の 競

技会を企画 した学校 も見 られ た。

　 こ れ らの 行事 は
， 「児童相互の 融和 ， 興味の 集中を得，学園生活 の馴致 に役立」て よ うとす

る一連の 行事活動の
一

つ で あ っ た。

　   　ク ラ ブ活動

　 福岡市立少年保養所
e’）

や大阪市立郊外貝塚小学校 ・ 中学校
92）

の よ うに
， あ る特定 の 軽症児

童 ・生徒 に文科系の ク ラ ブ活動 を導入 して い た 学校 も見 ら れ た が
， 体育系 の ク ラ ブ活動 を実

施 した学校 （学級） はなか っ た Q

W 　 おわ りに

　戦後 に お ける学習指導要領制定以前の 病弱児体育 に っ い て
，

そ の 実態と特質 の一端に 関 して

検討を加え て きたが，若干の 知見も得 られた の で ，それ らを以下に ま とめ て 結語 とす る。

　 1 。こ の 時期の 病弱教育 の 対象 は，身体虚弱 と結核性疾患 の 児童 ・生徒が主で あ っ た 。

　 2 ，そ の教育は
， 小学校 ， ある い は 中学校に係る学習指導要領に準拠 し た もの で

， 在籍児童 ・

　　生徒の 健康を回復 させ ，早 く原級 に 復帰 させ る こ とを最大 の 目標 とし＃。

　 3．体育教育で は
， 以下の よ うな知見が得 られ た 。 　　　　　　　　　　　

’

　ω　実施に当た っ て は，免除 （禁止），制限 （軽減）及び奨励の 3方式が と られ た 。

　（2） 目標 と して ，
一

般 目標 に 健康の 回復が，あわせ て 疾病や障害 の 程度，安静度や 健康度 に

　　応 じた個別的目標 が掲 げ られ た 。

　〔3） 教育課程は ， 小学校 ， あ る い は 中学校 ，
ま た は原級の そ れ に準 じ た もの で あ っ た が

，
そ

　　 こ に は，時間数 の 軽減，時聞の 短縮 ， 教材配当 の 工 夫等 ， 許 され る最大 限 の 配慮 が見 られ

　　 た 。

　（4） 指導内容は，疾病や障害の程度 ， 安静度や健康度等 と ， 運動強度の 関連 で 決定 された 。

　　なお
， 結核性疾患 の 要休養者，要監察者及 び要注意者に は軽運動が，虚弱者に は多様な運

　　 動が そ れぞれ課せ られた 。

　  　指導上 ， 医師の 指導下 におか れ た指導 ， 個別指導中心の 指導 ， 疲労防止 の 指導 ， 戸外運

　　動重視 の指導 ， 興 味重視 の 指導 ， 体力 ト レ ーニ ン グの 原則に基づ い た指導，環境 の 衛生的

　　条件を考慮 した指導 ， 衛生的習慣形成 の た め の 指導等 の特徴が見 られた 。
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